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年頭のごあいさつ
理事長　森　内　　　勇（外ヶ浜町長）

　新年あけましておめでとうございます。

　平成29年の新春、会員ならびにご家族の皆様方には、お揃いで健やか

に新年をお迎えになられたことと謹んでお慶び申し上げます。

　私は、昨年12月７日開催された役員改選におきまして、理事長にご推

挙いただき、その重責を担うことになりました。

　今日の福祉互助会を取り巻く厳しい情勢の中、その使命の重大さを痛

感し、新たな決意をもって会員とその家族の福祉向上のため最善の努力

をいたして参りたいと存じます。

　もとより、福祉互助会は、市町村を退職された方に対して、互いに助

け・支え合う、主に医療給付事業を目的として昭和63年に発足、今年で

29年目を迎えようとしております。

　また、医療給付の対象者である退職会員は、現職会員の人数を超えて

おりますが、団塊世代の退職者も一段落して退職会員もある程度落ち着

いてきている状況となっております。一方、満38歳より任意で加入する

現職会員については、各市町村の職員採用の減などにより、加入する職

員も横ばい傾向が続いております。

　財政的には、まだまだ厳しい状況が続きますが、市町村職員を退職さ

れた会員並びにそのご家族様に対して福祉互助会の本来の目的でありま

す医療給付事業をはじめとして福祉の増進を図り、地域社会の振興発展

に寄与するため邁進する所存であります。また、理事会等のもとで引き

続きバランスのとれた安定的な運営に努めてまいりますので、今後とも

ご愛顧のほどよろしくお願い申し上げます。

　最後に、会員ならびにご家族様方にはより一層のご理解とご協力を賜

りますようお願いするとともに、皆様の益々のご健勝とご多幸を心から

お祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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謹 賀 新 年
役員の紹介
理 事 長　　森　内　　　勇（外ヶ浜町長）
副理事長　　野　坂　　　充（横浜町長）
理　　事　　小　野　俊　逸（中泊町長）
　 〃 　　　工　藤　祐　直（南部町長）
　 〃 　　　佐　藤　良　浩（青森市役所）
　 〃 　　　東　　　　　孝（十和田市役所）
　 〃 　　　細　川　大　広（大間町役場）
　 〃 　　　鶴　飼　弘　美（八戸市役所）
常務理事　　蝦　名　雅　彦（福祉互助会退職会員）
評議員長　　金　澤　満　春（大間町長）
評 議 員　　福　島　弘　芳（つがる市長）
　 〃 　　　鈴　木　孝　雄（田舎館村長）
　 〃 　　　小山田　　　久（十和田市長）
　 〃 　　　浜　谷　豊　美（階上町長）
　 〃 　　　津　嶋　　　暢（外ヶ浜町役場）
　 〃 　　　阿　部　丈　亮（深浦町役場）
　 〃 　　　成　田　貴　仁（弘前市役所）
　 〃 　　　中　村　陽　一（七戸町役場）
　 〃 　　　小　村　一　弘（五戸町役場）
監　　事　　平　田　博　幸（藤崎町長）
　 〃 　　　伊　香　美　樹（黒石市役所）
　 〃 　　　山　田　　　進（学識経験者）
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　今年度の福祉互助会研修旅行は、国内研修旅行が２コース（Ａコース金沢・能登半島めぐ
り４日間、Ｂコース国宝姫路城・瀬戸内紀行４日間）と海外１コース（Cコース充実の台湾周
遊５日間）で実施いたしました。
　８月発行の会報には、国内旅行第１弾Ａコース金沢・能登半島めぐり４日間の旅について
掲載いたしましたので、今回は、Ｂコース国宝姫路城・瀬戸内紀行４日間の旅とCコース充実
の台湾周遊５日間の旅について、掲載いたします。
　福祉互助会の会員としての価値観を同じくする、仲間との楽しい思い出に残る旅、第二の
人生を満喫し、事故もなく無事終了することが出来ました。
　参加された会員の皆様にはお疲れさまでした。そしてありがとうございました。今後とも
当互助会の事業等につきましては、ご理解とご協力をお願いいたします。
　平成29年度の研修旅行についても、会員の皆様方の多数のご参加をお待ちしております。

Ｂコース　国宝姫路城・瀬戸内紀行４日間の旅

平成28年度研修旅行　無事終了

姫路城

岩国錦帯橋



― 5―

平成28年度　公益事業助成制度にかかる助成自治体が決定

　福祉互助会では、平成25年度から地方自治の振興及び住民福祉の向上を図る
ための事業として、各自治体が実施している美化運動に役立てるため、助成金
を交付することといたしました。
　助成額は、市に対して300,000円、町村は200,000円。
　実施期間は平成25年度から平成33年度までを一回りとして、全自治体に助成
することとし、平成28年度は青森市、つがる市、野辺地町、田子町の４市町へ
交付いたしました。

Cコース　充実の台湾周遊５日間の旅

【ホームページを開設しました】
　このたび福祉互助会では、平成28年９月１日よりホームページを開設してい
ます。今後の福祉互助会情報をお知らせしておりますので、ぜひともご活用く
ださいますようお願い申し上げます。

＊ホームページアドレス　　www.aomori-fukushigojo.jp/

台湾台中市「宝覚寺」金色の笑う大仏様
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＜・・平成29年度福祉互助会研修旅行・・＞

予　告

　○　鳥取・島根県、山陰地方４日間（募集人員40名）
　　７月上旬頃　青森・伊丹空港発着　156,000円程度
　　日本のマチュピチュ・天空の城「竹田城跡」、日本最大・鳥取砂丘
　　国宝「出雲大社・松江城」、日本一の庭園「足立美術館」外

　○　沖縄本島世界遺産めぐり４日間（募集人員40名）
　　11月上旬頃　青森・羽田・那覇空港発着　154,000円程度
　　世界遺産「首里城跡外６箇所」、隆起珊瑚岩「万座毛」
　　海洋博公園「美ら海水族館」、平和記念資料館「ひめゆりの塔」外
　　沖縄サミットの主会場（名護市ブセナリゾート）

　○充実のイタリア８日間（募集人員40名）
　　10月上旬頃　青森・成田空港外発着　462,000円程度
　　ミラノ世界遺産「サンタマリア教会」にて、ダヴィンチ最後の晩餐を鑑賞。
　　世界遺産ベニス市内観光「ゴンドラ運河めぐり」外
　　世界遺産フィレンツェ市内観光「ルネッサンス美術館」外を見学
　　世界遺産ローマ市内観光　バチカン美術館・システィーナ礼拝堂、
　　サンピエトロ寺院、トレヴィの泉、スペイン広場、コロッセオにご案内。

■　国内コース

■　海外コース

　※　国内コース・海外コースとも、あくまでも予告であり実施内容、時期、及び燃料サー
チャージ等により料金の変更もありますので、ご注意願います。

　　　４月発行予定の会報にて詳細をお知らせいたします。

　平成29年度福祉互助会研修旅行は、下記のコースを予定しております。
　なお、詳細については、４月発行予定の会報にてお知らせいたします。
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●銀行口座・住所などの変更について
　　給付金の受取口座や住所が変更になった場合は、必ず福祉互助会事務局に
ご連絡下さい。手続きがなされませんと、給付金が銀行口座に入金されな
かったり、互助会からの通知文書などが返送され、連絡が取れない場合があ
りますので、ご注意願います。

●継続会員の手続きについて
　　退職会員が死亡された場合、配偶者の方が引き続き医療給付を受けるため
には継続会員の手続きが必要となりますので、必ず互助会事務局にお申し出
下さい。

●医療費の請求手続きについて
　　診療を受けた月の初日から末日までをまとめて下さい。（院外処方の薬局分
は合算してください）同じ月に異なる医療機関で診療を受けた場合は、医療
機関ごとと、入院・外来ごとの請求となります。また、総合病院で２科以上
の受診は１件として請求、ただし歯科は別請求になりますので、ご注意願い
ます。
　　なお、医療費を請求する際に添付した領収書はお返しすることができませ
んので、他に領収書をご利用の方は、コピーで請求して下さい。
　　注＊当月分の請求を当月中に請求なさる方が、見受けられますが、月末に
病院へ行く可能性もありますので、必ず翌月以降に請求して下さい。当月分
を当月中に請求した場合、お返ししておりますのでご注意を。
　　医療費は毎月15日まで請求のあった分について、翌月の10日に振込みいた
します。（１月と５月の振込みは20日になります。）
　　また、平成25年４月給付分から、一会計年度の医療給付金額を退職会員
（継続・配偶者会員含む）及びその配偶者それぞれ10万円が限度となります。

●その他の注意点について
　　変更等の手続きについて、青森県市町村職員共済組合での手続きにより、
　当互助会への手続きも完了していると思われているケースが見受けられます。
　　共済組合へ届出の手続きをされても、当互助会への手続きは行われません
ので、変更等がある場合は、必ず福祉互助会事務局へ直接ご連絡下さるよう
よろしくお願いいたします。

＜事務局からのお願い＞
【退職会員等の皆様へ】






